
日
本
共
産
党
山
形
県
委
員
会

（
本
間
和
也
県
委
員
長
）
と
同

県
議
団
（
渡
辺
ゆ
り
子
、
関
徹

両
県
議
）
は
２
月
２
日
、
吉
村

美
栄
子
知
事
に
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
関
連
の
緊
急
要
望
と
２
０
２

２
年
度
県
政
運
営
に
関
す
る
提

案
、
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

蔓
延
防
止
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
る
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
要
請
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
医
療
、

介
護
従
事
者
と
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
高
齢
者
な
ど
か
ら
迅
速

な
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
頻

回
検
査
の
実
施
、
保
健
師
の
増

員
、
医
療
機
関
の
支
援
を
進
め
、

誰
も
が
適
切
な
医
療
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
構
築
を
求
め
ま

し
た
。
吉
村
知
事
は
「
一
刻
も

早
い
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
等
に
よ

る
検
査
体
制
の
確
立
を
急
ぐ
。

今
年
度
保
健
師
を
増
員
し
た
が
、

来
年
度
は
保
健
師
と
事
務
職
員

も
増
員
し
た
い
。
医
療
機
関
へ

の
空
床
補
償
も
実
施
し
て
い
く
」

と
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
万
全

を
尽
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
政
府
に
社
会
保
障
費
削
減

の
中
止
、
新
自
由
主
義
的
政
策

の
転
換
を
求
め
る
こ
と
が
必
要

と
し
て
、
県
民
の
命
と
く
ら
し

を
守
る
施
策
を
進
め
る
よ
う
求

め
る
と
と
も
に

▽
「
生
理
の
貧
困
」
を
女
性
の

人
権
と
し
て
と
ら
え
、
公
共
施

設
や
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

の
配
置
を
す
る
こ
と
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
の

賃
金
ア
ッ
プ
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
の
予
算
化
と
県
独
自
で

保
育
士
の
配
置
基
準
を
改
善
す

る
こ
と
。

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
発
覚
し
た
野
川
正

文
前
県
議
の
政
務
活
動
費
の
不

正
受
給
に
つ
い
て
、
日
本
共
産

党
県
議
団
の
渡
辺
ゆ
り
子
、
関

徹
の
連
名
で
１
月
13
日
提
出
し

た
告
発
状
が
２
月
４
日
、
山
形

警
察
署
で
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

詐
欺
罪
と
し
て
の
告
発
で
、

不
正
受
給
は
県
議
会
議
長
で
あ
っ

た
時
期
も
含
め
、
長
期
に
渡
り
、

態
様
も
悪
質
な
の
で
厳
重
な
捜

査
の
上
、
事
実
を
明
ら
か
に
し
、

処
罰
を
求
め
る
も
の
で
す

商
工
労
働
観
光
常
任
委
員
会
２
月
４
日

子
ど
も
た
ち
に
感
染
者
が
増

え
、
学
校
の
休
校
や
保
育
園
の

休
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
た
め
に
休
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
保
護
者
に
小
学
校
休

業
等
対
応
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
に
関
わ
ら
ず
有

給
の
特
別
休
暇
を
与
え
た
事
業

主
は
、
賃
金
相
当
額
（
ま
ん
防

重
点
区
域
は
日
額
上
限
１
５
０

０
０
円
）
が
助
成
対
象
に
な
り

ま
す
。
労
働
者
か
ら
直
接
労
働

局
へ
の
相
談
、
申
請
も
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
企
業
へ
の
特
別
休
暇

制
度
導
入
と
助
成
金
活
用
の
働

き
か
け
を
県
と
し
て
行
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。
県
担
当
者
は
、

「
県
調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
応

で
特
別
休
暇
を
従
業
員
に
与
え

た
企
業
は
、
２
０
２
０
年
度
は

約
３
割
だ
っ
た
が
今
年
度
は
低

下
し
て
い
る
」
「
労
働
局
と
一

体
に
な
っ
て
、
働
き
か
け
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

※
こ
の
問
題
は
、
国
会
で
日
本

共
産
党
の
宮
本
徹
衆
院
議
員
が

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
労
働
者

か
ら
の
助
成
金
申
請
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
企
業
が
認
め
、
協

力
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
方
が

広
く
出
て
い
ま
す
。
制
度
の
抜

本
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
委
員
会
で
は

▽
ま
ん
防
措
置
に
よ
る
協
力
金

を
運
転
代
行
業
へ
も
拡
充
す
る

よ
う
国
へ
要
請
す
る
こ
と
。

▽
国
の
事
業
復
活
支
援
金
の
申

請
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
県
と
し

て
も
活
用
支
援
を
行
う
こ
と
、

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

１
月
７
日

新
日
本
婦
人
の
会

山
形
県
本
部
が
生
理
用
品
の
学

校
ト
イ
レ
配
置
な
ど
を
要
望

１
月
20
日

山
形
県
労
働
組
合

総
連
合
が
、
賃
金
向
上
施
策
な

ど
を
知
事
要
望

２
月
２
日

山
形
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
が
医
師
、
看
護
師

国
家
試
験
で
コ
ロ
ナ
陽
性
者
等

に
追
試
の
機
会
を
与
え
る
よ
う

県
と
し
て
国
に
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
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返

す失
政

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感

染
の
急
拡
大
で
、
医

療
機
関
、
保
健
所
は

ど
こ
も
大
変
で
す
。

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
ま
だ
、
検
査
が

で
き
な
い
、
追
い
つ

か
な
い
、
学
校
、
保

育
所
、
介
護
施
設
な

ど
子
ど
も
た
ち
や
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
も
感
染
が
広
が
り
、

現
場
が
苦
労
し
て
い

ま
す
。

な
ぜ
、
第
５
波
ま

で
の
教
訓
や
反
省
が

生
か
せ
な
い
の
か
、

岸
田
政
権
に
な
っ
て

も
自
治
体
任
せ
、
自

己
責
任
の
押
し
つ
け

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。日

本
共
産
党
の
志

位
委
員
長
は
代
表
質

問
で
も
政
府
と
し
て

包
括
的
な
対
策
を
示

せ
と
迫
っ
て
い
ま
し

た
。
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

検
査
体
制
の
確
保
、

保
健
所
の
体
制
強
化
、

保
障
と
生
活
支
援
な

ど
新
た
な
感
染
か
ら

命
と
生
活
、
中
小
企

業
の
営
業
を
守
る
政

策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

示
す
こ
と
が
政
府
の

責
務
」
と
い
う
点
は
、

ほ
ん
と
う
に
実
感
す

る
日
々
で
す
。

こ
の
よ
う
な
国
民

共
通
の
願
い
に
応
え

ら
れ
な
い
政
府
で
あ

れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
退

場
し
て
も
ら
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
り
子
の視

点

２
月
県
議
会
は

新
年
度
予
算
案
を
審
議
す
る

県
議
会
は
、
２
月
17
日
に
開

会
の
見
込
み
で
す
。
請
願
締

め
切
り
も
同
日
で
す
。

議
会
開
会
に
先
立
っ
て
15

日
に
は
県
議
会
に
予
算
内
示

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

オンラインでの県知事要望 渡辺ゆり子県議と県委員長

政務活動費不正受給問題告発について記者会見

民医連の県要望に同席


